
ぐんまジュニアＩＣＴクラブの取り組み

2019.3.6
ぐんまプログラミング教育推進協議会

～産学官地域連携によるICT/IoT等プログラミング教育推進モデルを目指して～

「地域におけるIoT の学び推進事業」地域実証事業
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―地域の大学・専門学校拠点モデル―



基本情報

産 官学 地

ぐんまプログラミング教育推進協議会

メンター
企画運営
活動周知

広報

運営協力
募集周知
活動周知

広報

メンター
会場提供

教材
講座運営

ボランティア
運営協力
会場提供

上毛新聞社
クライム

サンダーバード
TOPIC

群馬大学
前橋工科大学
前橋国際大学
高崎商科大学

高崎健康福祉大学
中央情報大学校

群馬大学
ボランティア

サークル
（PPP・C）

群馬県
群馬県教育委員会

前橋市
前橋市教育委員会

高崎市
高崎市教育委員会

2



概要・実績数値
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クラブ設置数 ３ヵ所

講座開催 計21回

構成員数
受講生
メンター
サポーター

計295人
252人(延べ332人)
35人
8人

ぐんまこどもICT検定の実施



実施目的

ぐんまプログラミング教育推進協議会
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前提

• ・災害に強い
• ・再生エネルギーが豊富
• ・都心部へのアクセスが良好

目的
• プログラミング教育の普及・人材育成

ゴール

• 継続的なプログラミング教育の機会の提供
• プログラミング人材の輩出

ビジョン
• ぐんまをICTの聖地に！

群馬県



構成員確保 ◆受講者◆
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●上毛新聞紙面広告

●記事掲載

●教育委員会から案内

●過去２回の「キッズ・プログ
ラミングスクール」の参加者
へ周知



受講者数を県内スポーツ少年団と比較すると・・・
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構成員確保 ◆サポーター・メンター◆
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共愛学園前橋国際大学

前橋工科大学

中央情報大学校 群馬大学

高崎健康福祉大学

高崎商科大学

サンダーバード株式会社
PPP-C

大学・専門学校
サポーター メンター

大学講師等 学生4～5人



講座内容
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対象：群馬県内在住、在学の小中学生

目標

テーマ

応用編入門編

プログラミングの思
考の基礎を学ぶ

プログラミングに親
しんでもらう

スクラッチで簡単な
ゲームを作る

プログラミング的思
考を身に付ける

内容 「スクラッチ」の使い
方を学ぶ

スクラッチを使って
ゲームを作る。プロ
グラムを書いてみる



入門編・テキスト
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入門編・教材

ぐんまプログラミング教育推進協議会
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入門編・教材

ぐんまプログラミング教育推進協議会

11



応用編・テキスト

ぐんまプログラミング教育推進協議会
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参加者の学年構成
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小１
9%

小２
14%

小３
18%

小４
24%

小５
14%

小６
11%

中１
4%

中２
4%

中３
2%

n=304



参加者の反応 （講座の内容）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

難易度(n=283)
やさしい 適切 むずかしい その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人数

講座の時間(n=285)
短い 適切 長い その他



参加者の反応（講座の運営）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人数

話し方(n=283)
早い 適切 遅い その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人数

実習指導(n=282)
わかりやすい わかりにくい どちらでもない その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人数

メンター人数(n=281)
少ない 適切 多い その他



参加者の反応（講座後の参加意向）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

GPAへの応募(n=281)
ぜひ 興味を持つなら 考えていない わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ICT検定への参加(n=271)
ぜひ 興味を持つなら 考えていない わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ICTクラブへの参加(n=285)
ぜひ参加したい 興味を持つなら 考えていない わからない



参加者の反応（講座のねらいは？）
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263

2

はい

いいえ

0 50 100 150 200 250 300

講座は楽しかったですか(n=265)



参加者の反応（講座のねらいは？）
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26

12

プログラミングができるようになったこと

最後までやりとげ、自分だけの作品が完成したこと

プログラミングの仕組みがわかるようになったこと

一緒に遊ぶ友達ができたこと

つくったものを周りの人に説明したり見てもらったりすること

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

講座の何が楽しかったですか(複数回答 n=264)



メンターについて
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0

25
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児童生徒等の成長に貢献したかったため

地域の人々との交流を増やし、ネットワークを広げたかったため

自身のスキルを地域へ還元したかったため

新たなスキルを習得したかったため

子供が参加することになったため

学校や地域で募集していたのを見たため

知り合いに誘われたため

その他
（…

0 5 10 15 20 25 30

メンターの仕事に応募したきっかけ(n=54 複数回答)



メンターについて
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38

23

5

6

参加児童生徒等の成長

地域の人々との交流、ネットワーク構築

自身のスキルの地域への還元

新たなスキル習得による自己の成長

0 5 10 15 20 25 30 35 40

メンターとして何にやりがいを感じましたか(N=54 複数回答)



発達障害児向けのプログラミング講座も計３回実施
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産学官連携で生まれた「ぐんまこどもICT検定」
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検定の特長１．プログラミング学習の明確な目標設定として活用できる

ビジュアルプログラミング言

語「Scratch」の検定を3月
10日に実施。

難易度に応じて4コースに分

け、小・中学生を対象とす

る。

検定の特長２．群馬に関する問題を出題し、プログラミングを学びながら地元を知る

検定の特長３．合格者には認定証や賞状を発行し、自信やさらなる興味に繋げてもらう



今後の活動方針
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ICTクラブ ICT検定 ぐんまプログラ
ミングアワード

ぐんまプログラミング教育推進協議会



ぐんまプログラミング教育推進協議会

ご清聴ありがとうございました。
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